
海外子女教育について
我が国の国際的諸活動の進展に伴い、多くの日本人がその子供を海外に帯同しています。

現在約7万7千人の義務教育段階の日本人の子供が海外で生活しています。また、海外に
長期間在留した後帰国する子供の数は、平成25年度間には約1万1千人となっています。
我が国の主権の及ばない外国において、日本人の子供が、日本国民にふさわしい教育を
受けやすくするために、政府は、憲法の定める教育の機会均等及び義務教育無償の精神に
沿って、海外子女教育の振興のために様々な施策を講じています。
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地域別・就業形態別子供の数
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